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P10　  町政を問う！　８人が一般質問



2清水町議会だより
令和6年11月　179号 2清水町議会だより
令和6年11月　179号

清
水
高
校
の
3
年
生
13

名
が
「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
﹃
社
会
探
求
﹄」
の
一

環
と
し
て
、
10
月
25
日
、

本
会
議
場
で
模
擬
議
会
に

臨
み
ま
し
た
。

町
議
会
の
疑
似
体
験
を

通
じ
、
町
政
に
対
す
る
提

案
な
ど
を
発
表
す
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
町
の
将
来
を
担
う
高
校

生
の
社
会
や
政
治
に
対
す

る
参
加
意
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
本
町
の
議

会
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
理
解
、
関
心
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令

和
２
年
度
か
ら
実
施
し
今

回
で
５
回
目
の
取
り
組
み

と
な
り
ま
す
。

高
校
生
は
模
擬
議
会
開

催
ま
で
の
間
に
、
地
域
の

実
態
を
２
日
間
か
け
て
調

査
し
、
議
会
の
仕
組
み
や

一
般
質
問
に
つ
い
て
の
事

前
学
習
、
ま
ち
づ
く
り
案

及
び
質
問
の
作
成
な
ど
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
議
会
議
員
と
は
２

回
の
勉
強
会
を
行
い
、
８

月
30
日
に
議
会
運
営
委
員

か
ら
一
般
質
問
へ
向
け
た

情
報
収
集
や
質
問
の
組
み

立
て
方
、
10
月
11
日
は
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、
全
議

員
か
ら
再
質
問
の
ポ
イ
ン

ト
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
し
た
。

模
擬
議
会
当
日
は
議
場

に
お
い
て
、
阿
部
町
長
を

は
じ
め
副
町
長
、
教
育
長
、

課
長
職
の
出
席
の
も
と
、

山
下
議
長
に
よ
る
進
行
に

よ
り
、
本
会
議
と
同
様
に

議
事
が
進
め
ら
れ
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
生
配
信
も
行

い
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
４
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、

９
項
目
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
は
、
25
分

の
持
ち
時
間
を
い
っ
ぱ
い

に
使
い
、
鋭
い
質
問
や
提

案
を
投
げ
か
け
、
理
事
者

側
か
ら
の
答
弁
を
引
き
出

し
て
い
ま
し
た
。

鋭い質問で議論を深める

清
水
高
校
３
年
生
が

清
水
高
校
３
年
生
が

町
の
発
展
を
願
い
政
策
を
提

町
の
発
展
を
願
い
政
策
を
提
言言

清水高校生模擬議会清水高校生模擬議会

高校生議員高校生議員

一 般 質 問一 般 質 問

名から名から1313

10 2525
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清水高校では現在全校生徒の人数が減
少傾向にある。生徒は原則お弁当を持

参している。親の負担を考えると、昼食を学
校で用意できることは生徒募集の柱にもなる
と感じている。高校生が増えることは清水町
にとっても大きなメリットだと思う。

終了後、ほっとしたところで記念撮影

模擬議会に出席した
高校生議員

　①グループ
石　塚　弘　人　さん
岩　本　誠　幸　さん
本　地　将　大　さん

問
学食（①グループ） 廃墟の撤去（②グループ）

清水高校に食品自販機の
設置（③グループ）

除雪について（④グループ）

・・・こんな 質問 がありました ( 抜粋 )・・・

北海道教育委員会が取り扱う事項とな
るため町で決めることはできない。し

かし、清水高校振興会においては、皆さんの
学校生活の充実と、多くの入学者を迎えるた
めにしっかりと意見を聞き、学校長並びに北
海道教育委員会へ声を届けていきたいと考え
ている。

答

観光客への印象が悪い、人が寄ってこ
ない。きれいにすることで少しでも住

みやすく、建物も新しくたてることができる。
　廃墟について撤去する予算などは組み込ま
れているのか。

問

老朽化により取り壊す際は、空き家の
撤去に係る予算として廃屋解体撤去事

業補助金制度を設けている。
　この制度は平成27年度から開始し、清水
町及び御影市街地を対象に廃屋化した住宅等
の解体、撤去を希望する所有者に、費用に要
する額の２分の１、最大50万円の補助を行
っている。堀・囲いについても、最大10万
円の補助を行っている。

週に３回のパン販売だけでは足りなく
て食品自販機があれば高校生活が豊か

になると考える。
　食品自販機があることによって清水高校に
入学する人が増えると考える。

問

設置には、施設管理者である学校長や
北海道教育委員会への申請と許可以外

にも電気料や設置費用の支出など、設置に係
る諸条件への対応が必要となると思われる。
　すでに食品自販機を設置している学校もあ
るので、そういったところに話を聞き、また、
清水高校振興会とも相談して設置可能かどう
か検討していきたい。

毎年の冬に歩道が除雪されていなくて
歩けない。小学生とか車道を歩いてい

て危ないことがあったりする。通学路だけで
もいいから除雪をしてもらいたいが歩道の除
雪はやっているのか。

問

基本的に小型ロータリー車5台で除雪
を行っているが、道路構造上歩道が狭

い場所については、手押しの小型除雪機1台
や町職員によるスコップ等の手作業により対
応している。雪の降り具合によっては通学時
間までに除雪が間に合わない場合もあるが、
その時の状況に応じ登校時間を遅らせること
や臨時休校等の対応を含め、児童が安心して
通行できるよう実施していく。

答

答

答

　②グループ
嶋　野　広　瑛　さん
大工原　澪　央　さん
佐　藤　佑　安　さん

　③グループ
工　藤　秀　生　さん
下　坪　丈　馬　さん

　④グループ
竹　本　麻　歩　さん
横　山　陽　菜　さん
恩　田　寿　梨　さん
鈴　木　楓　華　さん
三　浦　愛　里　さん

①① ②②

④④③③ 三浦三浦さんさん 鈴木鈴木さんさん

恩田恩田さんさん

横山横山さんさん竹本竹本さんさん下坪下坪さんさん
工藤工藤さんさん

佐藤佐藤さんさん

大工原大工原さんさん
嶋野嶋野さんさん

本地本地さんさん

岩本岩本さんさん
石塚石塚さんさん
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９月定例会の概要９月定例会の概要
令和6年第5回定例会は、9月3日から18日までの16日間の会期で開かれました。

９月定例会の流れ

01 初日（9/3）
行政報告、健全化判断比
率・資金不足比率の報告、
専決処分の承認、補正予
算（原案可決）、請願（総
務産業常任委員会に付託）、
陳情（厚生文教常任委員
会に付託）

総務産業常任委員会
厚生文教常任委員会（9/3）
付託された案件を審査

２日目・３日目
一般質問　（9/9・10）
8名16項目の質問
（関連記事　10ページか
ら18ページ）
請願審査報告⇒採択
陳情審査報告⇒採択

本
会
議

４日目・５日目
決算審査　（9/11・13）
一般会計他5会計の決算
の認定について審査（全
て認定）

詳しい審議内容は、７・８ページ
をご覧ください。

02
委
員
会

03
本
会
議

04
本
会
議

05
本
会
議

最終日　（9/18）
補正予算（原案可決）、
人事案件（同意）、
意見案（原案可決）

令
和
６
年
第
５
回
清
水
町

議
会
定
例
会
は
、
９
月
３
日

か
ら
18
日
ま
で
の
16
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
行
政
報
告
、
健

全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足

比
率
の
報
告
、
一
般
会
計
ほ

か
２
会
計
の
補
正
予
算
の
審

議
を
行
い
全
て
可
決
し
ま
し

た
。

　

２
日
目
、
3
日
目
は
、
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
８
人
が

町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　

４
日
目
・
５
日
目
は
令
和

５
年
度
一
般
会
計
ほ
か
５
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議

を
行
い
全
て
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議

委
員
会

本
会
議

プレミアム商品券プレミアム商品券
事業含む補正予算事業含む補正予算
                                    可決可決

ほか提出議案ほか提出議案
　11件すべて11件すべて        可決可決

各会計決算各会計決算
　    ６件すべて　    ６件すべて          認定認定

　

今
回
の
定
例
会
で
は
請
願

１
件
、
陳
情
２
件
が
あ
り
、

請
願
を
総
務
産
業
常
任
委
員

会
、
陳
情
を
厚
生
文
教
常
任

委
員
会
に
付
託
し
た
結
果
、

す
べ
て
「
採
択
」
と
し
ま
し

た
。
採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳

情
は
、
北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
提
出
要
望
の
あ
っ

た
も
の
を
含
め
、
意
見
書
と

し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
６
日
目
は
、
一

般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案

件
3
件
、
意
見
書
４
件
に
つ

い
て
の
審
議
を
行
い
全
て
可

決
し
閉
会
し
ま
し
た
。
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決算 審査
令和５年度町民のくらしに町民のくらしに

どう使われたかどう使われたか

令和５年度一般会計の歳入決算額（１年間の収入）は94億7,555万円で、歳入歳出差
引残額3億2,186万円のうち1億8,000万円は財政調整基金（貯金）に積み立て、残りの1
億4,185万円は令和６年度に繰り越しています。

「決算認定」とは

決算は、町に入ったお金（収入）と使ったお金（支
出）の実績で、「決算認定」とは、議会が１年間の
決算内容を確認し、確定することです。
　議会には、法律に適合しているか、使われ方は適

正かなどを審査し、過去の財政状況と比べて問題点
を指摘し、将来に反映させるなどの役割があります。
　税金の使い方を決めるのが予算ですが、決算は使
われた結果を検討し、今後の予算編成や行財政運営
の改善に役立てる大切な意義があります。

一般会計
歳出決算

91億5,369万円

民生費
17.8％

16億3,319万円

総務費
9.0％

8億2,751万円

農林業費
12.4％

11億3,709万円

土木費
13.2％

12億1,119万円

公債費
12.7％

11億5,878万円

諸支出金
8.3％

7億6,074万円

衛生費
10.5％

9億5,47万円

教育費
8.9％

8億1,350万円

商工費
2.8％

2億5,531万円

議会費
0.9％

7,970万円

労働費
0.1％

1,035万円

災害復旧費
0.1％

1,304万円

消防費
3.2％

2億9,582万円
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令和５年度決算の審議における
質議・答弁のピックアップ

令
和
４
年
度
頃

か
ら
廃
屋
の
撤

去
費
用
が
上
が
っ
て
い
る
。

５
年
度
の
解
体
の
件
数
は
２

件
と
い
う
こ
と
だ
が
、
上
限

額
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
今

後
解
体
を
促
す
方
法
な
ど
は

考
え
て
い
る
か
。

答
弁

廃
屋
撤
去
補
助
金
の

上
限
額
引
き
上
げ
を

検
討
し
て
は

質
疑

今
年
度
か
ら
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の

早
帰
り
便
が
導
入
さ
れ
た
が
、

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

早
帰
り
便
に
つ
い

て質
疑

令
和
６
年
度
は

要
綱
を
少
し
変

え
た
た
め
、
比
較
的
件
数
は

増
え
て
い
る
。
上
限
に
つ
い

て
も
今
後
の
検
討
の
課
題
と

し
て
考
え
て
い
く
。

コ
ミ
バ
ス
が
廃
止

さ
れ
る
が
廃
止
後

の
対
応
は９

月
末
を
も
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
る
が
、

廃
止
後
の
対
応
と
現
在
使
用

質
疑

さ
れ
て
い
る
車
両
を
今
後
ど

の
よ
う
に
使
用
す
る
か
。

答
弁

10
月
以
降
の
対

応
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
い
る
買
い
物
銀
行
バ
ス
を

有
効
的
に
活
用
し
た
中
で
送

迎
を
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

車
両
に
つ
い
て
は
、
町
の

公
用
車
と
し
て
活
用
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
を

活
用
し
た
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
は

ど
う
か

自
主
防
災
組
織

を
活
用
し
た
避

難
訓
練
等
の
実
施
は
で
き
な

い
の
か
。
併
せ
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。
今
後
予
定
は
あ
る
か
。

質
疑

答
弁
自
主
防
災
組
織

等
の
活
動
を
活

現
在
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
故
障
や

修
繕
が
非
常
に
多
い
と
い
う

こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

教
育
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
つ
い
て

質
疑

答
弁
導
入
当
初
は
不

慮
の
事
故
等
に

よ
る
故
障
等
は
多
く
あ
っ
た

が
、
現
在
は
減
っ
て
き
て
い

る
。
画
面
が
割
れ
た
り
、
動

作
不
良
に
な
っ
た
場
合
に
は

適
宜
修
繕
を
行
い
貸
し
出
し

を
し
て
い
る
。

答
弁
保
護
者
か
ら
は

今
ま
で
と
下
校

時
間
が
変
わ
っ
て
き
た
た
め

慣
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

よ
ら
な
い
場
所
も
あ
る
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
引
き

続
き
継
続
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。

墓
地
管
理
の
今
後

の
見
通
し
は

現
在
、
墓
地
を

返
還
し
て
い
る

人
が
多
い
こ
と
や
管
理
す
る

人
が
い
な
い
墓
地
が
あ
る
こ

と
に
対
し
て
の
今
後
の
見
通

し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

質
疑

答
弁
新
規
の
利
用
は

０
件
、
返
還
は

年
間
10
件
程
度
あ
る
。
所
有

者
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
墓

地
は
調
査
を
し
た
が
、
以
降

調
査
が
止
ま
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

今
後
所
有
者
を
整
理
す
る

よ
う
な
形
で
事
業
を
進
め
て

い
く
。

発
に
さ
れ
て
い
る
町
村
も
あ

る
の
で
、
ど
う
い
っ
た
活
動

を
し
て
い
る
の
か
調
査
を
し

な
が
ら
自
主
防
災
組
織
が
活

発
に
活
動
で
き
る
よ
う
な
こ

と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

日
高
山
脈
に
係
る

観
光
事
業
の
現
状

と
今
後

芽
室
岳
な
ど
の

日
高
山
脈
に
係

る
観
光
事
業
の
現
状
と
今
後

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の

か
。 質

疑
答
弁
芽
室
岳
の
登
山

口
の
管
理
は
山

岳
会
に
お
願
い
を
し
て
い
る
。

　

常
に
10
人
程
度
、
登
山
客

が
利
用
し
て
い
る
。

　

今
の
ま
ま
で
も
十
分
対
応

で
き
る
と
思
う
が
、
入
り
込

み
情
報
を
み
な
が
ら
不
便
・

不
自
由
が
あ
れ
ば
適
宜
対
応

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

が
現
状
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
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第５回定例会
（令和６年9月）行政報告/審議結果

▼�

農
作
物
の
生
育
状
況
等

　
に
つ
い
て

　

今
年
は
春
先
か
ら
平
均
気

温
が
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
、

ま
た
、
適
度
な
降
雨
も
あ
り
、

各
作
物
と
も
順
調
な
生
育
状

況
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
６
月
か
ら
７
月

下
旬
ま
で
、
高
温
少
雨
の
た

め
乾
燥
条
件
が
続
い
て
い
た

が
、
８
月
上
旬
に
は
前
線
の

影
響
に
よ
り
降
水
量
は
平
均

並
み
と
な
り
、
各
作
物
と
も

回
復
傾
向
と
な
っ
た
。

　

主
な
作
物
の
生
育
等
は
収

穫
作
業
が
順
調
に
終
了
し
た

秋
ま
き
小
麦
に
つ
い
て
は
、

成
熟
期
も
平
年
よ
り
早
ま
り
、

６
月
下
旬
の
降
雨
と
強
風
に

よ
り
一
部
で
倒
伏
が
み
ら
れ

た
が
、
そ
の
後
は
好
天
に
恵

ま
れ
収
穫
作
業
は
平
年
よ
り

早
く
終
了
し
て
い
る
。
10
ア

ー
ル
当
り
粗
麦
収
量
は
平
均

10.

１
俵
、
春
ま
き
小
麦
は

平
均
８.

７
俵
と
な
っ
て
お
り
、

平
均
よ
り
や
や
良
と
な
っ
た
。

補 

正 
予 
算

▼�

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　
３
号
）

　

既
定
予
算
に
3
億
６
７
９

６
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
92
億
４
７
９
９
万

５
千
円
と
す
る
。

　

主
な
増
額
補
正
は
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
減

収
補
填
特
例
交
付
金
・
定
額

減
税
減
収
補
填
特
例
交
付
金
・

普
通
交
付
税
・
児
童
手
当
負

担
金
・
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
費
補
助
金
・
過
年
度

分
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
事

業
負
担
金
・
持
続
的
畑
作
生

産
体
制
確
立
緊
急
支
援
事
業

補
助
金
・
出
資
配
当
金
・
特

定
寄
付
金
・
地
方
創
生
活
用

事
業
寄
付
金
（
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
）・
前
年
度
繰
越
金
・

除
雪
機
械
購
入
事
業
・
地
域

活
性
化
交
流
施
設
整
備
事
業
・

・
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
づ
く

り
基
金
積
立
金
・
個
人
住
民

税
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託

料
・
町
長
選
挙
郵
便
物
負
担

金
・
高
齢
者
世
帯
等
生
活
支

援
給
付
金
・
国
庫
道
費
負
担

金
返
還
金
（
自
立
支
援
給
付

事
業
・
障
害
者
支
援
事
業
・

子
育
て
支
援
事
業
・
育
成
医

療
費
給
付
事
業
・
養
育
医
療

費
給
付
事
業
）・
国
庫
道
費

補
助
金
返
還
金
（
子
育
て
支

援
事
業
・
保
健
予
防
事
業
）・

国
庫
道
費
委
託
金
返
還
金
（
児

童
療
育
支
援
費
）・
帯
広
厚

　

て
ん
菜
に
つ
い
て
は
茎
葉

の
生
育
は
平
年
よ
り
や
や
緩

慢
に
推
移
し
、
根
部
の
肥
大

は
平
年
並
み
で
は
あ
る
が
、

褐
斑
病
が
例
年
よ
り
早
い
発

生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
、
萌

芽
期
は
平
年
よ
り
や
や
早
ま

り
、
高
温
少
雨
の
た
め
茎
長

の
伸
長
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

収
穫
物
は
平
年
と
比
べ
、
上

い
も
数
が
少
な
く
、
一
個
が

重
く
、
澱
粉
価
は
平
均
並
み

と
な
っ
て
い
る
。

　

大
豆
と
小
豆
に
つ
い
て
は
、

開
花
期
は
平
年
よ
り
早
く
、

茎
長
の
伸
長
は
抑
制
さ
れ
、

生
育
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

平
年
よ
り
着
莢
数
は
多
く
な

っ
て
い
る
。

　

に
ん
に
く
に
つ
い
て
は
、

収
穫
作
業
は
７
月
上
旬
に
順

調
に
終
了
し
た
が
、
降
雪
不

足
と
凍
結
の
影
響
に
よ
り
、

収
量
は
昨
年
度
よ
り
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
飼
料
作
物
に
つ
い

て
は
、
収
穫
は
平
年
よ
り
早

く
始
ま
り
、
そ
の
後
の
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
収
穫
は
昨
年

よ
り
５
日
早
く
終
了
し
、
収

量
も
平
年
よ
り
多
く
、
良
質

な
牧
草
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
番
草
の
生
育
は

高
温
少
雨
で
推
移
し
、
収
穫

作
業
は
昨
年
よ
り
４
日
早
く

始
ま
っ
た
も
の
の
、
出
穂
、

開
花
が
早
ま
り
、
収
量
は
平

年
よ
り
少
な
め
と
な
っ
て
い

る
。

　

サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ

こ
し
は
、
発
芽
は
平
年
よ
り

早
く
出
芽
揃
い
が
良
好
で
あ

り
、
雌
穂
の
登
熟
も
進
ん
で

お
り
、
糊
熟
期
は
８
月
23
日
、

黄
熟
期
は
９
月
初
旬
と
な
り
、

収
穫
期
も
早
ま
る
見
込
み
で

あ
る
。

▼�

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　
４
号
）

　

既
定
予
算
に
７
９
７
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
92

億
５
５
９
６
万
５
千
円
と
す

る
。

　

主
な
増
額
補
正
は
、
廃
屋

解
体
撤
去
事
業
補
助
金
・
文

化
セ
ン
タ
ー
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー

改
修
工
事

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号)

▼�

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

生
病
院
運
営
委
費
補
助
金
・

地
域
活
性
化
商
品
券
事
業
補

助
金
・
車
両
修
繕
料
（
ス
ク

ー
ル
バ
ス
）・
財
政
調
整
基

金
積
立
金
・
減
債
基
金
積
立

金
・
公
共
施
設
建
設
等
基
金

積
立
金
・
北
海
道
市
町
村
備

荒
資
金
組
合
納
付
金
な
ど

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

専 

決 

処 

分

▼�

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
支
出
に
水
質
検
査

手
数
料
を
追
加
す
る
も
の

【
承
認
】
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人
事
案
件山下�勇 さん

口田�靖明 さん

▼
教
育
員
会
教
育
長
の
任

命

　

山
下
勇
さ
ん
（
有
明
）
を

教
育
委
員
会
教
育
長
に
任
命

（
再
）
し
た
い
旨
の
町
長
提

案
が
あ
り
、
議
会
は
同
意
し

ま
し
た
。

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
選

任

　

口
田
靖
明
さ
ん
（
郷
愛
）

を
農
業
委
員
会
委
員
に
任
命

し
た
い
旨
の
町
長
提
案
が
あ

り
、
議
会
は
同
意
し
ま
し
た
。

佐藤�朱美 さん

▼
教
育
員
会
委
員
の
任
命

　

佐
藤
朱
美
さ
ん
（
有
明
）

を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命

し
た
い
旨
の
町
長
提
案
が
あ

り
、
議
会
は
同
意
し
ま
し
た
。

件 　　　名 提　出　者 審査委員会  委員会
結果

本会議での
結果と措置

改正食料・農業・農村基本法の
実効性確保等に関する請願

清水町農民連盟
執行委員長
高田　秀昭

総務産業 採　択 採　択
意見書を提出

義務教育費国庫負担制度堅持・
負担率２分の１への復元、「30
人以下学級」など教育予算確保・
拡充と就学保障の実現に向けた
陳情

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会
会長　佐々木　隆徳

厚生文教 採　択 採　択
意見書を提出

道教委「これからの高校づくり
に関する指針」（改定版）を見直
しすべての子どもにゆたかな学
びを保障する高校教育を求める
陳情

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会
会長　佐々木　隆徳

厚生文教 採　択 採　択
意見書を提出

　９月定例会前に受理した町民からの請願は１件、陳情２件でした。
　常任委員会に審査を付託した結果、次のとおり決定しました。

請願・陳情審査の結果請願・陳情審査の結果

意
見
書

▼
改
正
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
の
実
効
性
確

保
等
に
関
す
る
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
２

分
の
１
へ
の
復
元
︑

﹁
30
人
以
下
学
級
﹂
な

ど
教
育
予
算
確
保
・
拡

充
と
就
学
保
障
実
現
に

向
け
た
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

▼
道
教
委
﹁
こ
れ
か
ら
の

高
校
づ
く
り
に
関
す
る

指
針
﹂（
改
定
版
）
を

見
直
し
全
て
の
子
ど
も

に
ゆ
た
か
な
学
び
を
保

障
す
る
高
校
教
育
を
求

め
る
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

▼
国
土
強
靱
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関

す
る
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】
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▼
改
正
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
の
実
効
性
確
保

等
に
関
す
る
意
見
書

　

改
正
基
本
法
に
基
づ
く
次

期
基
本
計
画
の
改
定
に
あ
た

っ
て
は
、
食
料
安
全
保
障
の

強
化
に
向
け
て
農
業
予
算
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
国
内

農
業
生
産
の
増
大
を
図
る
意

欲
的
な
目
標
値
を
設
定
し
、

年
一
回
の
目
標
達
成
の
状
況

調
査
・
公
表
の
み
な
ら
ず
、

未
達
成
品
目
の
実
効
性
を
確

保
す
る
具
体
的
な
施
策
を
講

ず
る
な
ど
食
料
自
給
率
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
。

適
正
な
価
格
形
成
に
つ
い

て
、
生
産
現
場
が
求
め
る
コ

ス
ト
上
昇
分
を
価
格
転
嫁
し

た
場
合
、
消
費
減
退
な
ど
を

招
く
こ
と
や
、
最
終
的
な
価

格
は
当
事
者
間
の
交
渉
に
委

ね
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
方
的
に
消
費
者
へ
負
担
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
生
産
コ

ス
ト
を
賄
え
な
い
恒
常
的
な

赤
字
分
に
つ
い
て
は
再
生
産

を
可
能
と
す
る
所
得
補
償
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
。

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
２
分

の
１
へ
の
復
元
︑﹁
30
人
以

下
学
級
﹂
な
ど
教
育
予
算

確
保
・
拡
充
と
修
学
保
障

の
実
現
に
向
け
た
意
見
書

国
の
責
務
で
あ
る
教
育
の

機
会
均
等
・
水
準
の
最
低
保

障
を
担
保
す
る
た
め
、
義
務

教
育
費
を
無
償
と
す
る
よ
う

求
め
る
。
少
な
く
と
も
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を

堅
持
し
、
当
面
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
金
の
負
担
率
を

２
分
の
１
に
復
元
さ
れ
る
よ

う
要
請
す
る
。

　
「
30
人
以
下
学
級
」
の
早

期
実
現
に
む
け
て
、
小
学
校

１
年
生
~
中
学
校
３
年
生
の

学
級
編
制
標
準
を
順
次
改
定

す
る
よ
う
求
め
る
。
当
面
、

中
学
・
高
校
へ
の
「
35
人
以

下
学
級
」
拡
大
を
求
め
る
。

ま
た
、
地
域
の
特
性
に
あ
っ

た
教
育
環
境
整
備
・
教
育
活

動
の
推
進
、
住
む
地
域
に
関

係
な
く
子
ど
も
た
ち
の
教
育

を
保
障
す
る
た
め
、
計
画
的

な
教
職
員
定
数
改
善
に
よ
る

▼
国
土
強
靱
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関
す

る
意
見
書

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化

対
策
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

そ
の
後
も
切
れ
目
な
く
継
続

的
・
安
定
的
に
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
、
国
土
強
靱
化

実
施
中
期
計
画
を
令
和
６
年

内
の
早
期
に
策
定
し
、
必
要

な
予
算
・
財
源
を
別
枠
で
確

保
す
る
こ
と
。

　

人
流
、
物
流
の
活
性
化
に

向
け
た
高
規
格
道
路
に
お
け

る
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解

消
や
、
高
規
格
道
路
と
直
轄

国
道
の
連
携
に
よ
る
ダ
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
暫

定
２
車
線
区
間
の
４
車
線
化

や
耐
震
補
強
等
の
機
能
強
化

な
ど
、
国
土
強
靱
化
に
資
す

る
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
を
推
進
す
る
こ

と
。

※
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

　

か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
意

　

見
書
の
提
出

▼
道
教
委
﹁
こ
れ
か
ら
の

高
校
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
﹂

（
改
定
版
）
を
見
直
し
全

て
の
子
ど
も
に
ゆ
た
か
な

学
び
を
保
障
す
る
高
校
教

育
を
求
め
る
意
見
書

　

道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高

校
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
（
改

定
版
）」
を
見
直
し
、
地
域

の
教
育
や
文
化
、
経
済
や
産

業
な
ど
地
域
の
衰
退
を
招
か

な
い
た
め
、
少
人
数
で
も
運

営
で
き
る
学
校
形
態
を
確
立

し
地
域
の
高
校
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
。

　

教
育
の
機
会
均
等
と
子
ど

も
の
学
習
権
を
保
障
す
る
た

め
、「
遠
距
離
通
学
費
等
補

助
制
度
」
の
５
年
間
の
年
限

を
撤
廃
す
る
こ
と
。

　

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
・
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
希
望
す

る
全
て
の
子
ど
も
が
地
元
の

高
校
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

後
期
中
等
教
育
を
保
障
す
る

た
め
、「
地
域
合
同
総
合
高
校
」

の
設
置
な
ど
、
豊
か
な
高
等

教
育
を
実
現
す
る
た
め
検
討

を
す
す
め
る
こ
と
。

意見書の内容（一部抜粋）意見書の内容（一部抜粋）

実
質
的
な
教
職
員
増
の
早
期

実
現
、
教
頭
・
養
護
教
諭
・

事
務
職
員
の
全
校
配
置
の
実

現
の
た
め
、
必
要
な
予
算
の

確
保
・
拡
充
を
は
か
る
よ
う

要
請
す
る
。

　

就
学
援
助
制
度
・
奨
学
金

制
度
の
更
な
る
拡
大
、
高
校

授
業
無
償
化
に
対
す
る
所
得

制
限
の
撤
廃
な
ど
、
就
学
保

障
の
充
実
に
向
け
、
国
の
責

任
に
お
い
て
予
算
の
十
分
な

確
保
、
拡
充
を
図
る
よ
う
要

請
す
る
。
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町
政
を
問
う
！

町
政
を
問
う
！

一
般
質
問
９月定例会では、８人の議員
が16項目にわたり一般質問
を行いました。

　議員が町政全般に関して、執行機関
（町長や行政委員会）にその執行の状
況や将来の方針、住民生活に密接に係
わる事項等について質問をすることを
いいます。　
　清水町議会では１人の質問時間を答
弁も含めて90分以内としています。

※１議員最大３項目まで掲載、質問��
　と答弁は要約し掲載しています。な
　お、一般質問の全文はホームページ
　でご覧になれます。（９月定例会の
　内容は、12月末に掲載予定です）

一般質問とは

佐藤�幸一　議員　　���14ページ
１　町が設置する券売機について

只野�敏彦　議員　　���11ページ

山本�奈央　議員　　���12ページ

田村�幸紀　議員�　　��13ページ
１�　部活動地域移行の現状と進捗

深沼�達生　議員　　   16ページ

１�　阿部町長の２期目の公約達成状況と
今後の展望について

中河�つる子　議員　���15ページ

１　空き家の利活用について
２　福祉施設、医療機関に働く人が、コ
　ロナワクチンを受けやすくするため、
　事業所に支援を

川上�　均　議員　        17ページ

１�　健康保険証廃止によるマイナ保険証
及び資格確認書の今後の対応について
問う
２　死亡・相続ワンストップ窓口サービ
　スの推進について問う
３　町民バスの今後について考えを問う

１　新規就農対策について
２　食糧危機への備えについて
３　町内の環境美化について

１　豊かな自然と景観を保持し、安心・
　安全に暮らしつづけるために

鈴木�孝寿　議員　        18ページ

１�　高齢者等住宅におけるエアコン設置
助成について
２　プレミアム商品券事業における効果
　について
３　今後の町づくりについて
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今
の
と
こ
ろ

遊
休
農
地
は

発
生
し
て
い
な
い
が
、
今
後

10
年
後
を
考
え
る
と
多
様
な

担
い
手
の
育
成
や
確
保
は
、

今
後
の
重
要
な
課
題
と
し
て

認
識
し
て
い
る
。

　

新
規
就
農
に
関
し
て
も
補

助
金
の
上
乗
せ
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
な
ど
も
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

町
長

町
内
の
農
業
者
か
ら
、

後
継
者
等
の
担
い
手

不
足
の
た
め
、
農
業
者
人
口

が
減
少
し
、
今
後
10
年
間
で

か
な
り
多
く
の
農
地
が
余

り
、
放
棄
地
が
増
え
る
の
で

対
策
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る

が
、
町
と
し
て
は
、
そ
の
よ

う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
対
策
と

し
て
、
足
寄
町
で
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
多
く
の

奨
励
金
を
出
し
て
い
る
が
、

本
町
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
拡
充
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

新規就農対策について
新規就農に関して関係機関と
協議していく

町長

只野�敏彦　議員

食糧危機への備えについて

地域のなかで融通し合う町長

農
業
者
か
ら
は
、
食

糧
危
機
に
備
え
て
町

民
の
方
々
も
家
庭
菜
園
を
作

る
な
ど
の
自
助
努
力
を
す
べ

き
と
の
意
見
を
聞
く
が
、
町

と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

問

食
糧
危
機
に

関
し
て
は
国

の
政
策
に
よ
る
も
の
が
大
き

く
、
清
水
町
に
お
い
て
は
自

給
率
２
０
０
０
％
で
あ
る
の

で
、
家
庭
菜
園
で
対
応
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
地
域
の

中
で
融
通
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

町
長町内の環境美化について

安全で快適な生活環境の
維持に努めていく

町長

町
民
か
ら
、
町
の
雑

草
が
気
に
な
る
の
で

ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
と
い

う
声
を
聞
く
。猛
暑
も
あ
り
、

雑
草
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
伸

び
て
い
る
。
特
に
歩
道
、
空

き
地
、
空
き
家
な
ど
が
顕
著

で
あ
る
が
、
こ
の
対
策
に
つ

い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

問

定
期
的
な
巡

回
と
周
知
活

動
を
推
進
し
て
町
民
の
安
全

で
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持

に
努
め
て
い
く
。

　

空
き
家
、
空
き
店
舗
に
面

す
る
歩
道
の
雑
草
の
駆
除
・

維
持
管
理
は
建
設
課
で
行
っ

て
い
く
。

町
長
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整備や保全については
適正に管理されている町長

豊かな自然と景観を保持し、
安 心・安 全 に 暮 ら し つ づ
けるために

山本 奈央　議員

　

（
１
）
石
山

地
区
周
辺
の

所
有
者
の
ほ
と
ん
ど
は
清
水

町
を
含
む
地
方
自
治
体
で
あ

る
。
主
に
山
林
又
は
原
野
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
土
地
に
係

る
自
然
環
境
や
土
地
利
用
な

ど
の
整
備
や
保
全
に
つ
い
て

は
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

る
。

（
２
）
町
内
に
お
い
て
海
外

資
本
に
よ
る
森
林
買
収
や
土

地
買
収
は
少
数
と
認
識
し
て

い
る
。
町
内
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
を
所
有
す
る
企
業
に
は
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
状

況
を
確
認
す
る
た
め
、
今
後

は
必
要
に
応
じ
て
発
電
量
、

規
模
、
処
分
方
法
を
適
時
確

認
す
る
よ
う
検
討
す
る
。
私

的
な
財
産
の
取
引
に
つ
い
て

制
限
を
す
る
こ
と
は
不
可
能

だ
が
、
一
定
規
模
以
上
の
土

地
取
引
は
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
き
届
け
出
義
務
が
あ

り
、
一
定
規
模
の
土
地
開
発

は
許
可
申
請
と
環
境
保
全
の

必
要
が
あ
る
の
で
関
係
機
関

と
連
携
し
助
言
を
行
い
日
常

の
業
務
の
範
囲
で
監
視
等
を

（
１
）
本
町
の
水
源

は
国
有
林
と
石
山
地

区
に
存
在
す
る
が
、
北
海
道

水
資
源
保
全
地
域
に
指
定
さ

れ
た
石
山
地
区
周
辺
の
自
然

環
境
、
土
地
利
用
な
ど
、
適

切
な
整
備
や
保
全
な
ど
、
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

（
２
）
近
年
道
内
で
起
こ
っ

て
い
る
、
外
国
資
本
に
よ
る

森
林
買
収
や
土
地
買
収
の
加

速
、
山
林
・
原
野
等
の
土
地

所
有
者
の
維
持
管
理
や
継
承

に
お
け
る
課
題
、
自
治
体
が

意
図
し
な
い
民
間
企
業
に
よ

る
乱
開
発
な
ど
、
過
去
の
一

般
質
問
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

問

町
長

第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

た
内
容
も
含
め
本
町
に
お
け

る
現
状
や
課
題
、
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
伺
う
。

（
３
）
北
海
道
内
に
は
景
観

行
政
団
体
へ
移
行
し
た
自
治

体
や
、
中
札
内
村
の
よ
う
に

独
自
の
景
観
条
例
を
制
定
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
清

水
の
景
観
を
よ
り
大
切
に
し

て
い
く
き
っ
か
け
と
し
て
景

観
行
政
団
体
へ
の
移
行
を
検

討
を
含
め
て
、
本
町
の
豊
か

な
自
然
景
観
を
守
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
き
た
成
果
と
課

題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

伺
う
。

行
う
。
近
年
、
土
地
取
引
は

か
な
り
の
面
積
が
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
ま
た
売
買
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
が
正
規
の

手
続
き
を
し
問
題
は
な
く
町

は
制
限
が
で
き
な
い
。
空
き

地
・
空
き
家
バ
ン
ク
の
存
在

は
啓
蒙
普
及
し
て
い
き
た

い
。
15
年
前
に
一
般
質
問
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
旭
山
地
区

の
60
h
a
の
違
法
開
発
行
為

は
十
勝
総
合
振
興
局
か
ら
復

旧
命
令
が
出
さ
れ
復
旧
完
了

し
、
そ
の
後
1
h
a
未
満
の

土
砂
の
運
搬
が
あ
れ
ば
そ
の

都
度
、
振
興
局
と
農
林
課

も
同
席
し
現
地
確
認
し
て
い

る
。

（
３
）
景
観
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
他
自
治
体
の
動
向

を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
し
た

い
。

日勝峠からの景色
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部活動地域移行の
現状と進捗

本町の方針を年度末までに
推進計画として策定する

町長

公
立
中
学
校
な
ど

の
休
日
の
部
活
動

か
ら
段
階
的
に
地
域
移
行
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
た
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
学

校
部
活
動
の
地
域
連
携
や
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
に

向
け
た
環
境
整
備
」
を
令
和

５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の

３
年
間
を「
改
革
推
進
期
間
」

と
し
、
実
情
に
応
じ
て
可
能

な
限
り
早
期
の
実
現
を
目
指

す
と
方
針
を
出
し
た
。

　

部
活
動
地
域
移
行
の
目
指

す
姿
は
、
教
員
の
働
き
方
改

革
を
図
る
と
と
も
に
、
少
子

化
が
進
む
中
で
も
子
ど
も
達

に
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を

地
域
の
な
か
に
確
保
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

国
が
定
め
る
改
革
推
進
期

間
の
半
分
を
経
過
し
た
現

在
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
教

育
現
場
と
保
護
者
、
競
技
関

係
者
と
の
十
分
且
つ
具
体
的

な
協
議
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
現
状
掲
げ
る
あ
り
た

い
姿
、認
識
し
て
い
る
課
題
、

そ
し
て
今
後
の
実
現
方
策
を

伺
う
。

問

令
和
４
年
度

に
町
内
教
職

員
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
関
係

者
を
対
象
に
地
域
に
お
け
る

部
活
動
の
望
ま
し
い
あ
り
方

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

し
、
令
和
５
年
度
に
は
児
童

生
徒
や
保
護
者
、
教
員
を
対

象
に
地
域
移
行
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
児
童
生
徒
や
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
と
現
状
と
の
違

い
、
現
在
の
部
活
動
や
地
域

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
が
抱

え
る
指
導
者
の
確
保
や
送

迎
、
費
用
負
担
な
ど
乗
り
越

え
る
べ
き
壁
が
高
い
と
い
う

課
題
認
識
が
明
確
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

本
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
及
び
学
校
関
係
者
等
に
よ

る
検
討
協
議
会
を
設
置
し
、

中
学
生
の
望
ま
し
い
成
長
の

た
め
に
本
町
の
実
情
に
応
じ

た
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
活

動
の
最
適
化
を
図
り
、
学
校

の
働
き
方
改
革
が
推
進
さ
れ

る
た
め
の
検
討
に
着
手
し
て

い
る
。
地
域
移
行
後
の
運
営

団
体
や
指
導
者
、
大
会
等
の

町
長

田村 幸紀　議員

　

今
年
の
6
月
、
日
本
中
学

校
体
育
連
盟
は
令
和
９
年
度

以
降
、
全
９
競
技
に
お
い
て

全
国
中
学
体
育
大
会
を
開
催

し
な
い
と
発
表
を
し
、
そ
の

中
に
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
み
な
ら
ず
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
く
関
わ
り
を
持
つ
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
新
聞
報
道
で
明
ら

か
と
な
っ
た
。
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
本
町
独
自
の

課
題
認
識
を
伺
う
。

参
加
態
勢
、費
用
負
担
な
ど
、

本
町
の
方
針
を
年
度
末
ま
で

に
推
進
計
画
と
し
て
策
定
す

る
。

 

本
町
に
お
い
て
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
の
歴
史
や
功
績

や
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
一
連
と
な
っ
て
選
手
を
育

成
し
て
い
る
活
動
成
果
等

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て

い
る
。
部
活
動
の
地
域
移
行

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
に

合
っ
た
や
り
方
で
進
め
て
い

く
こ
と
が
よ
い
と
考
え
て
お

り
、
今
後
、
町
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
協
会
と
地
域
移
行
に
お

け
る
様
々
な
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

中学校アイスホッケー部
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渋
沢
栄
一
ゆ
か
り

の
ま
ち
と
し
て
ま

ち
づ
く
り
の
中
心
に
捉
え
て

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

　

役
場
庁
舎
に
は
新
紙
幣
発

行
の
懸
垂
幕
を
設
置
し
て
祝

福
し
て
い
る
が
、
町
営
施
設

で
券
売
機
が
設
置
さ
れ
て
い

る
公
衆
浴
場
、
さ
わ
や
か
プ

ラ
ザ
の
券
売
機
で
新
紙
幣
が

使
用
で
き
な
い
。

　

２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

（
１
）
数
年
前
か
ら
新
紙
幣

が
発
行
さ
れ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
な
が
ら
、
券
売
機
の

改
修
や
入
れ
替
え
の
対
応
を

行
わ
な
か
っ
た
理
由
は
。

（
２
）
新
紙
幣
は
い
つ
か
ら

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
。 問

町が設置する券売機に
ついて

新紙幣への対応は、現在
の券売機の老朽化を考慮
し検討する

町長

（
１
）
現
在
、

公
衆
浴
場
と

さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
に
設
置
し

て
い
る
券
売
機
は
、
千
円
札

と
硬
貨
の
対
応
で
、
も
と
も

と
５
千
円
札
・
１
万
円
札
は

使
用
で
き
な
く
、
新
紙
幣
に

も
対
応
し
て
い
な
い
。
受
付

に
て
適
宜
両
替
対
応
し
て
い

る
。

　

券
売
機
の
購
入
に
は
１
台

２
７
０
万
円
以
上
の
費
用
が

か
か
る
。
両
替
希
望
も
少
な

い
こ
と
か
ら
、
券
売
機
の
更

新
は
見
送
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
２
）
新
紙
幣
へ
の
対
応
時

期
は
、
現
在
の
券
売
機
の
老

朽
化
を
考
慮
し
検
討
す
る
。

町
長

佐藤�幸一　議員

第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

さわやかプラザの券売機
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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

清
水
、
御
影
の
市
街

地
に
は
、
現
在
、
使

わ
れ
て
い
な
い
店
舗
や
空
き

家
が
数
多
く
あ
り
、
長
年
に

わ
た
り
放
置
さ
れ
て
い
る
家

は
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
空
き
家
、
空
き

店
舗
を
地
域
の
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
利
活
用
は
で
き

な
い
も
の
か
考
え
を
伺
う
。

（
１
）
空
き
家
情
報
を
町
は

ど
れ
だ
け
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
そ
の
情
報
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
。

（
２
）
空
き
店
舗
の
活
用
に

つ
い
て
、
住
民
の
声
を
活
か

し
た
、
誰
で
も
が
利
用
で
き

る
「
憩
い
の
場
」
と
し
て
活

用
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

問

効果的な空き店舗活用について
検討していく町長

新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
は
、

５
類
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
と
一
定
の
基
礎
疾
患
の
あ

る
60
才
か
ら
64
歳
ま
で
の
方

が
定
期
接
種
に
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
任
意

接
種
費
用
は
高
額
だ
が
、
町

か
ら
事
業
所
へ
経
費
支
援
を

行
う
こ
と
は
難
し
い
。

中河�つる子 議員

空き家の利活用について

町
長

（
１
）
清
水
・

御
影
市
街
地

に
所
在
す
る
空
き
家
は
、
令

和
２
年
現
在
、
清
水
市
街
地

で
１
０
０
戸
、
御
影
市
街
地

で
25
戸
を
確
認
し
て
い
る
。

本
町
で
は
令
和
３
年
10
月
に

清
水
町
空
き
家
等
対
策
計
画

を
策
定
し
、
空
き
家
の
有
効

活
用
及
び
予
防
と
適
正
管
理

を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、

空
き
地
、
空
き
家
バ
ン
ク
事

業
を
実
施
し
、
町
内
に
存
在

す
る
不
動
産
を
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
、
所
有

者
と
利
用
を
希
望
す
る
方
と

の
情
報
交
換
を
支
援
し
て
い

る
。

（
２
）
第
６
期
総
合
計
画
で
、

商
店
街
の
目
指
す
べ
き
基
本

町
長

的
な
方
向
と
し
て
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
商
店
街
の
空
き
店

舗
解
消
を
推
進
し
、
ま
ち
な

か
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

と
い
う
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

空
き
店
舗
を
憩
い
の
場
と

し
て
活
用
す
る
に
は
、
所
有

者
の
意
思
、
経
費
負
担
等
、

い
く
つ
か
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
は
あ
る

が
、
そ
れ
ら
が
解
決
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
と

思
う
。

　

今
後
に
お
い
て
、
よ
り
効

果
的
な
空
き
店
舗
活
用
事
業

に
つ
い
て
、
様
々
な
視
点
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
５
類
移
行
に

と
も
な
い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
有
料
に
な
っ
た
。
５
類
移

行
後
も
感
染
は
な
く
な
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
８
月
に
入

り
感
染
者
が
増
え
て
き
て
い

る
と
の
報
道
も
あ
る
。
そ
こ

で
、
福
祉
施
設
や
医
療
機
関

で
働
く
人
が
感
染
し
な
い
よ

う
に
、
高
額
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
受
け
や
す
く
な
る
よ

う
、
事
業
所
に
支
援
を
し
て

は
ど
う
か
伺
う
。

問 福
祉
施
設
︑医
療
機
関
に
働
く
人
が
︑

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
や
す
く

す
る
た
め
︑
事
業
所
に
支
援
を

町
か
ら
事
業
所
へ
経
費
支
援

を
行
う
こ
と
は
難
し
い

町
長

御影本通
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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

町
長
は
、
平
成
29
年

に
就
任
し
、
す
で
に

７
年
以
上
が
経
過
し
、
２
期

目
に
お
け
る
任
期
に
お
い
て

は
、
残
り
半
年
と
な
っ
て
い

る
。

　

２
期
目
の
公
約
に
つ
い
て

は
、「
新
た
な
舞
台
へ
。」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
３
つ

の
視
点
と
５
つ
の
約
束
を
掲

げ
、
分
野
ご
と
に
33
の
宣
言

を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

２
期
目
の
任
期
当
初
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
奔
走

し
、
現
在
も
、
目
ま
ぐ
る
し

く
か
わ
る
社
会
情
勢
の
中

で
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
へ
の
対
応
等
、
様
々
な
課

題
が
山
積
み
で
あ
る
と
思
う

が
、
２
期
目
の
公
約
の
達
成

状
況
と
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
伺
う
。

（
１
）
町
長
就
任
以
来
、様
々

な
課
題
に
取
り
組
ま
れ
て
き

た
が
、
２
期
目
の
公
約
の
進

捗
状
況
、
解
決
で
き
な
か
っ

た
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

（
２
）
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

町
長
自
身
、
２
期
目
の
実
績

（
１
）
公
約

と
し
て
掲
げ

た
33
項
目
の
宣
言
に
つ
い
て

は
、
一
つ
一
つ
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
、
概
ね
取
り

組
め
た
と
考
え
て
い
る
。

　

実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と

と
し
て
は
、
新
体
育
館
の
建

設
や
情
報
発
信
拠
点
と
し
て

の
道
の
駅
の
整
備
で
あ
る
。

（
２
）
農
業
、
商
工
業
分
野

で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
、
起
業
支
援
と
し
て
中
小

企
業
近
代
化
資
金
の
拡
充
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ
る

経
済
循
環
へ
の
支
援
な
ど
、

教
育
分
野
で
は
、
小
、
中
学

校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
修

学
旅
行
費
の
無
償
化
な
ど
の

町
長

問

阿部町長２期目の公約
達成状況と今後の展望
について

引き続き３期目の町政を担う
ことを目指していく町長

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
伺
う
。

（
３
）
町
長
就
任
後
、
や
り

残
し
た
こ
と
、
反
省
等
は
な

か
っ
た
の
か
伺
う
。

（
４
）
２
期
目
の
任
期
が
残

り
半
年
と
な
っ
た
現
在
、
３

期
目
に
向
け
て
、
町
政
の
舵

取
り
を
担
う
意
向
は
あ
る
の

か
伺
う
。

深沼 達生　議員

取
り
組
み
を
進
め
た
。

（
３
）
新
体
育
館
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に

基
本
計
画
を
策
定
し
た
も
の

の
、
建
築
資
材
の
高
騰
に
よ

り
建
設
費
の
大
幅
な
上
昇
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
内

容
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
建
設
を
延
期
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

（
４
）
後
援
会
か
ら
出
馬
要

請
が
あ
り
、
態
度
を
保
留
し

て
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、
様
々

な
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な

ど
解
決
す
べ
き
課
題
は
山
積

し
て
お
り
、
目
標
と
す
る
本

町
の
未
来
の
た
め
、
引
き
続

き
３
期
目
の
町
政
を
担
う

こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
た

い
。

役場庁舎
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健康保険証廃止によるマイナ保
険証及び資格確認書の今後の対
応について問う

現
在
の
保
険
証
は

今
年
12
月
１
日
で

廃
止
さ
れ
る
が
、
多
く
の
町

民
に
は
十
分
周
知
さ
れ
て
お

ら
ず
、
医
療
現
場
や
町
民
の

間
で
も
混
乱
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
今
後
の
保
険
証
廃
止

以
降
の
諸
手
続
き
及
び
対
応

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

（
１
）
８
月
末
現
在
、
町
民

の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
及
び
マ
イ

ナ
保
険
証
保
有
者
数
と
今
後

の
保
有
・
保
険
証
利
用
登
録

に
向
け
て
の
対
応
。

（
２
）
マ
イ
ナ
保
険
証
非
保

有
者
へ
の
12
月
２
日
ま
た
は

保
険
証
の
有
効
期
限
後
の
対

応
。

（
３
）
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
５
年

更
新
時
の
施
設
の
入
所
者
及

問

び
認
知
機
能
が
衰
え
た
人
の

マ
イ
ナ
保
険
証
の
更
新
対

応
。

（
１
）
７
月

末
現
在
、
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
保
有
者
は

６
７
３
３
人
で
町
民
全
体
の

75.

６
％
、
マ
イ
ナ
保
険
証

保
有
者
は
国
民
健
康
保
険
で

１
４
０
３
人
、
被
保
険
者
全

体
の
61.

１
％
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
１
１
１
７
人
で

同
じ
く
56.

３
％
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
制
度
移
行
に

向
け
、
窓
口
の
申
請
・
更
新

手
続
き
支
援
と
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
情
報
提

供
を
行
う
。

（
２
）
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
非
保

有
者
、
マ
イ
ナ
保
険
証
未
登

録
者
に
は
申
請
に
よ
ら
ず
資

格
確
認
書
を
郵
送
等
、
自
動

交
付
を
想
定
し
て
い
る
。

（
３
）
更
新
手
続
き
の
円
滑

化
に
向
け
、
家
族
や
施
設
に

対
し
支
援
等
し
て
い
く
。

町
長

施設入居者等の更新手続きに対して、
家族や施設に対し支援等行っていく町長

第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

川上　 均　議員

死亡・相続ワンストップ窓口
サービスの推進について問う

手続きを短時間で終了できる
対応を行っている町長

家
族
が
亡
く
な
っ

た
場
合
、
遺
族
の

手
続
き
は
50
以
上
と
も
言
わ

れ
、
手
続
き
の
漏
れ
や
必
要

書
類
の
不
備
に
よ
る
負
担
軽

減
の
た
め
、
現
在
多
く
の
自

治
体
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
が
進
ん
で

い
る
。

　

国
も
死
亡
手
続
き
に
関
す

る
総
合
窓
口
で
あ
る
「
お
く

や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を
支
援
す

問

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
提
供

し
て
お
り
、
今
後
対
応
で
き

な
い
か
考
え
を
伺
う
。

本
町
で
は
窓

口
の
総
合
化

を
推
進
し
、死
亡
届
等
の
際
、

遺
族
に
年
金
や
健
康
保
険
等

に
関
す
る
案
内
を
封
書
で
渡

し
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
手
続
き

を
短
時
間
で
終
了
で
き
る
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

町
長

町民バスの今後に
ついて考えを伺う

十分に安全を確保した
運行に努める町長

町
民
バ
ス
の
更
新
を

巡
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
の
購
入
が
見
送
ら
れ
た
が

今
後
の
考
え
を
伺
う
。

問

（
１
）
町
民
バ

ス
は
管
理
規

則
で
「
町
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
」と
定
義
し
て
い
る
。

（
２
）
令
和
５
年
度
実
績
は

71
日
、
延
べ
１
５
１
４
名

の
利
用
。
年
間
走
行
距
離

１
万
５
１
２
キ
ロ
、
管
内

利
用
35
回
、
管
外
利
用
36

回
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
必
要
な
修
繕
を
行
い

な
が
ら
当
面
使
用
す
る
。

（
４
）
車
体
の
状
況
を
見
極

め
、
更
新
の
時
期
を
検
討

す
る
。

（
５
）
一
番
は
利
用
者
の
安

全
・
安
心
で
あ
り
、
適
切
な

整
備
・
修
繕
を
行
い
十
分
に

安
全
を
確
保
し
た
運
行
に
努

め
る
。 町

長

（
１
）
町
民
バ
ス
の
位
置
付
け
。

（
２
）町
民
バ
ス
の
年
間
稼
働
率
。

（
３
）
現
行
町
民
バ
ス
の
使

用
予
定
と
長
期
的
修
繕
計

画
の
考
え
。

（
４
）
更
新
計
画
へ
の
考
え
。

（
５
）
町
民
へ
の
安
全
へ
の

考
え
。
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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

鈴木 孝寿　議員

高齢者等住宅におけるエアコン
設置助成について

エ
ア
コ
ン
は
北
海

道
で
は
不
要
と
考

え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
数

年
の
異
常
な
暑
さ
に
よ
り
高

齢
者
等
の
健
康
管
理
上
に
お

い
て
必
要
と
思
わ
れ
る
。
他

の
自
治
体
で
も
設
置
助
成
が

増
え
て
き
た
中
、
本
町
で
は

制
度
が
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。次
年
度
に
向
け
た
補
助
・

助
成
制
度
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
う
。暑

さ
や
喉
の

渇
き
を
感
じ

難
く
な
る
高
齢
者
や
体
温
調

整
機
能
が
未
熟
な
小
さ
な
子

ど
も
に
あ
っ
て
は
、
適
切
な

エ
ア
コ
ン
の
使
用
が
熱
中
症

を
防
ぐ
た
め
に
有
効
と
考
え

町
長

十勝管内市町村の動向を注視し、
今後の方向性を探っていく町長

プレミアム商品券事業
における効果について

社会情勢・消費者等の
動向に注視し、商工会
と協議していく

町長

　

当
初
予
算
に
お
い

て
は
10
％
の
商
品

券
事
業
だ
っ
た
が
、
私
と
し

て
は
物
価
高
騰
の
対
策
と
し

て
は
不
十
分
と
考
え
予
算
委

員
会
に
お
い
て
度
々
指
摘
し

て
き
た
。
今
回
プ
レ
ミ
ア
ム

率
が
10
％
か
ら
20
％
に
上
乗

せ
さ
れ
る
が
、
こ
の
数
値
に

至
る
プ
ロ
セ
ス
と
根
拠
に
つ

い
て
伺
う
。

６
月
に
販
売

し
た
プ
レ
ミ

ア
ム
率
10
％
の
商
品
券
は
、

大
幅
な
販
売
減
少
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
商
工
会
か
ら
の

強
い
要
望
を
含
め
、
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
た
消
費
者

の
消
費
購
買
力
を
よ
り
高
め

る
た
め
に
提
案
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
も
本
事
業
に

お
い
て
は
社
会
情
勢
・
消
費

者
等
の
動
向
に
注
視
し
、
プ

レ
ミ
ア
ム
率
や
販
売
組
数
を

商
工
会
と
協
議
し
て
参
り
た

い
。 町

長

今後の町づくりに
ついて

住んで良かったと思える
まちづくりに努めていく

こ
れ
ま
で
第

６
期
総
合
計

画
に
基
づ
き
持
続
的
な
発
展

を
目
指
し
て
各
種
施
策
を
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
渋
沢
栄
一
翁
を

ご
縁
と
す
る
交
流
で
本
町
の

知
名
度
向
上
に
よ
る
関
係
人

口
の
増
加
を
目
指
し
て
き

た
。
今
後
、
人
口
減
少
す
る

中
で
も
町
民
の
皆
様
の
意
見

を
聞
き
一
丸
と
な
っ
て
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
。

町
長

問

問 て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
設
置
助

成
に
つ
い
て
は
十
勝
管
内
市

町
村
の
動
向
を
注
視
し
、
今

後
そ
の
方
向
性
を
探
っ
て
い

く
。

　

３
月
に
中
小
企
業

小
規
模
企
業
振
興

条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
町
民

の
役
割
を
明
確
に
記
し
つ
つ

も
、
町
民
の
意
見
を
聞
く
場

所
が
な
い
。
ま
た
、
清
水
町

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
精

神
に
照
ら
し
て
も
、
大
き
な

予
算
を
組
む
段
階
で
町
民
の

声
が
反
映
さ
れ
る
場
所
が
な

い
。
条
例
違
反
と
は
い
わ
な

い
が
、
双
方
向
の
意
見
を
徴

取
す
る
場
が
必
要
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

問

地
域
懇
談
会

等
で
町
民
の

意
見
を
聞
い
て
い
る
。
今
後

進
め
る
上
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。 町

長

町長

　

平
成
29
年
以
降
、
外

国
人
技
能
実
習
生

の
人
口
を
除
く
と
清
水
町
の

人
口
は
約
10.

５
％
減
少
が

続
き
、
町
の
活
力
は
見
た
目

以
上
に
低
下
し
て
い
る
。
町

長
の
考
え
る
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
具
体
的
な
方
向
性
を

伺
う
。

問

プレミアム商品券
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会
◇てん菜生産の現状について

厚生文教常任委員会厚生文教常任委員会

議会運営委員会議会運営委員会

広報広聴常任委員会広報広聴常任委員会

12月定例会までの調査事項

議会中継を
YouTube で視聴できます

【URL】  https://www.youtube.com/
channel/UCqFSzkMm12MoenvpvXcePtA

　本町議会の生中継や過去動画は、
ユーチューブにおいて配信しています。
ぜひパソコン、スマートフォンなど
からアクセスし、ご視聴ください。

閉会中の
委員会活動

（８月15日～11月14日）

８
月

22日・27日・30日
議会運営委員会

22日
　全員協議会
28日
　厚生文教常任委員会
30日
　総務産業常任委員会

９
月

3日・9日・10日・11日・13日・18日
　第5回町議会定例会 
3日・9日
　総務産業常任委員会
3日・9日
　厚生文教常任委員会
10日
　全員協議会
18日
　広報広聴常任委員会
23日～26日
　総務産業・厚生文教合同道外視
　察研修（徳島県・高知県・東京
　都北区）

10
月

4日・30日
　厚生文教常任委員会
4日・28日
　総務産業常任委員会
4日・24日・31日
　広報広聴常任委員会
18日
　議会運営委員会
21日
　遠紋地区市町村議会議長会視察
　来町
24日
　大空町議会総務厚生常任委員会
　視察来町
25日
　清水高校生模擬議会
30日
　十勝町村議会議員研修会

11
月

7日
　上士幌町議会議会運営委員会　
　視察来町
8日
　総務産業常任委員会

議 会 の う ご き 議会議会 TOPICSTOPICS
トピックストピックス

議会広報研修会
（8/20）

　「議会広報研修会」がポールスター札幌で開催され、広
報委員４名が出席しました。研修会では、（一社）自治体
広報広聴研究所の金井茂樹氏から「読者に読まれる議会報
の企画と編集」と題した講演があり、その後、各自治体の
議会広報を例に読みやすい議会広報について説明を受けま
した。

遠紋地区市町村議会議長
会視察来町（10/21）
遠紋地区市町村議会議長会の皆様が来町し、本町で行
っている民泊事業「まちまるごとホテル」について視察
が行われました。副町長、商工観光課より説明し、意見
交換しました。

◇移住・定住施策について
◇その他所管に関する事項について

◇小中一貫教育について
◇その他所管に関する事項について

◇議会広報紙の編集及び発行について
◇その他議会の広報及び広聴に関する事項について

◇議会活性化について
◇議会の運営とその諸規定について
◇議長の諮問に関する事項について

大空町議会総務厚生常任
委員会視察来町（10/24）
大空町議会の総務厚生常任委員会の皆様が来町し、本
町で行っている「保育園留学」について視察が行われま
した。町長、商工観光課、子育て支援課より説明し、意
見交換しました。



開 会
12月４日

表紙の写真
12月定例会

　令和6年12月定例会は、12月４日に開

会を予定しています。

詳細は、12月上旬に発行する新聞チラ

シ折込をご覧ください。

　清水町議会ホームページでは生中継や録

画中継がご覧になれます。
表紙写真担当：広報広聴常任委員会　田村　幸紀

　しみず認定こども園の年長児が、清水高校生と一緒に
ジャガイモ収穫を体験しました。
　春の植え付けから一緒に作業を進め育ててきたので、
秋の収穫をとても楽しみにしていました。
　服や軍手を真っ黒にしながら夢中で掘り進めた園児た
ちは、土の中からごろごろと出てくるジャガイモに大興
奮。
　収穫したじゃがいもは給食のコロッケとなってみんな
で美味しくいただきました。

︱
自
己
紹
介

　

１
９
４
１
年
に
清
水
町
に

生
ま
れ
︑
清
水
町
で
育
ち
ま

し
た
︒
子
ど
も
の
こ
ろ
は
現

清
水
公
園
の
斜
面
で
ス
キ
ー

遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
︒

　

高
校
卒
業
後
は
雪
印
乳
業

︵
株
︶
清
水
工
場
に
就
職
し

ま
し
た
︒
１
９
７
７
年
に
関

東
地
区
へ
転
勤
し
︑
複
数
の

工
場
を
異
動
し
︑
主
に
生
物

化
学
研
究
所
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
︒

　

定
年
退
職
後
は
母
が
一
人

で
住
ん
で
い
る
清
水
町
に
戻

っ
て
き
ま
し
た
︒

︱
趣
味
・
特
技

　

今
は
施
設
管
理
者
と
し
て

関
連
の
仕
事
を
町
内
で
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
︒

　

趣
味
は
ス
キ
ー
で
す
︒
昔

の
仲
間
の
助
言
も
あ
り
︑
今

は
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
︑

子
ど
も
達
と
楽
し
み
な
が
ら

滑
っ
て
い
ま
す
︒

｜
清
水
町
に
住
ん
だ
感
想

は
数
十
年
ぶ
り
に
清
水
町

に
帰
っ
て
き
て
︑
同
級
生
と

再
会
す
る
な
ど
楽
し
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒

　

ス
キ
ー
少
年
団
で
は
︑
子

ど
も
達
が
毎
週
滑
り
が
上
達

し
て
い
て
︑
私
も
元
気
を
貰

い
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
︒

︱
今
後
の
清
水
町
に
期
待

す
る
こ
と

体
育
館
の
管
理
の
経
験
も

あ
る
の
で
︑
清
水
町
に
は
体

育
館
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
文
化
が
根
付
い
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
︒

　

よ
り
多
く
の
人
が
体
育
館

を
活
用
し
て
健
康
増
進
を
図

る
こ
と
や
︑
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
合
宿
を
誘
致
す
る
こ
と
で

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
人

口
を
増
や
す
こ
と
で
︑
よ
り

活
気
の
あ
る
町
に
し
て
ほ
し

い
で
す
︒

︵
聞
き
手　

広
報
広
聴
常
任

委
員
会　

中
島　

里
司
︶

■発行　清水町議会　■編集　広報広聴常任委員会　
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深谷   豊廣 さん
清水町に帰ってきて
　　　　楽しく過ごしている

　ふかや　　　      とよひろ　ふかや　　　      とよひろ

町町  民民  にに  イインンタタビビュューー

( 西清水 )


